
表7 イヌ1年間慢性毒性試験で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

10001）1）m   ・ALP活性上昇   ・ALP活性上昇  

・TG、GGT増加   ・Alb減少、Glob増加、  

・肝絶対重量増加   A／G比低下  

・肝絶対・比重量増加   

20Upl）m以上  ・び漫性肝細胞肥大   ・び慢性肝細胞肥大   

40Ⅰ）1）m   毒性所見なし   毒性所見なし   

（2）2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）  

F344ラット（一群雌雄各85匹（主群50匹、衛星群35匹））を用いた混食耳（原体：0、   

25、200及び1600ppm）投与による2年間慢性毒性／発がん性併合試験が実施された．二．  

各投与群で認められた毒性所見（非腫瘍性病変）は表8に、精巣及び肝臓における腫   

瘍性病変の発生頻度は表9に示されている。．   

16001）pm投与群の雄において、精巣間細胞過形成及び肝細胞腺腫の発生頻度が有意   

に増加した．）精巣間細胞過形成の増加については、対応する腫瘍である間細胞腫の発生   

頻度は1600ppm投与群ではむしろ少なく、検体投与による精巣への増殖性病変の誘発   

を示すものではないと考えられた。肝細胞腺腫に関しては、同群で変異肝細胞巣（好酸   

性細胞）も有意に増加しており、検体投与に関連した変化と考えられた。．  

本試験において、200ppm以上投与群の雌雄に近位尿細管褐色色素沈着等が認められた   

ので、無毒性量は雌雄とも25pl）m（雄：0．85mg／kg体重／日、雌：1．10mg／kg体重／日）   

であると考えられた。（参照2）  

表8 ラット2年間慢性毒性／発がん性併合試験で認められた毒性所見  

（非腫瘍性病変）  

投与群   雄   雌   

1600pl）m  ・体重増加抑制、摂餌量減少傾向、   ・体重増加抑制、摂餌量減少傾向  

食餌効率低下   ・MCV減少、MCHC増加、  

・MCV減少、MCHC増加、   Ht．，RBC減少、PLT増加  

Ht，RBC減少、PLT増加   ・GGT，BUN増加、TG，Cl減少  

・GGT，BUN増加、TG，Cl減少   ・Alb，A／G比減少、T．Chol増加  

・TP，Alb，A／G比増加、T．Chol減少  ・肝絶対・比重量、腎比重量、  

・肝絶対・比重量、腎比重量、   牌比重量増加  

牌比重量増加   ・肝臓の暗調化、腫大、斑点、小葉  

・肝臓の暗調化、腫大、び慢性肝細  

胞脂肪化、小葉中心性肝細胞肥大  

・副腎の束状帯細胞空胞化  

・精巣間細胞過形成   

2001）1）m   ・近位尿細管褐色色素沈着   ・近位尿細管褐色色素沈着   

以上   ・変異肝細胞巣（好酸性細胞）   ・び慢性肝細胞脂肪化   

251）pm   毒性所見なし   毒性所見なし   
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表9 精巣及び肝臓における腫瘍性病変の発生頻度  

i見  
投与量（1）pm）  

0   25   200   1600   

胞  雄   41／80   45／80   42／80   38／80  

雄   0／80   1／80   1／80   8侶0☆宋  

雄   0／80   0／80   1／80   2／80   

精巣間細  

肝細胞腺腫  

肝細胞癌  

東大ニl）＜0．01  

（3）18カ月間発がん性試験（マウス）   

【CRマウス（一群雌雄各52匹）を剛、た混餌（原体：0、25、100及び4001）1）m）投   

与による18カ月間発がん性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見（非腫瘍性病変）は表10に、肝細胞腺腫及び肝細胞癌   

の発生頻度は表11に示されている。．  

4（JOl）pm投与群の雌雄及び1（〕し）Ⅰ）pm投与群の雄で、肝細胞腺腫の発生頻度が有意に増   

加し、肝細胞癌の発生頻度もやや増加する傾向にあった二．さらに、雄では肝細胞腺腫の   

初発時期の早期化傾向も認められ、本検体はマウスの肝臓に対して催腫瘍性を有するも   

のと考えられた＝．  

本試験において、1001）1）m以上投与群の雄に肝細胞腺腫の増加、400pl）m投与群の雌   

にび慢性肝細胞脂肪化等が認められたので、無毒性量は雄で25pl）m（2．54mg／kg体重／   

目）、雌で100ppm（9．84mg／kg体重／目）であると考えられた。（参照2）  

表10 マウス18カ月間発がん性試験で認められた毒性所見（非腫瘍性病変）  

雄   雌   

・体重増加抑制   ・体重増加抑制   

・食餌効率低下   ・食餌効率低下   

・肝絶対・比重量増加   ・肝絶対・比重量増加   

・肝臓の斑点、腫癌増加、び慢性肝細  ・肝臓の小葉俊明瞭、腫大、腫癌増加、   

胞脂肪化、クッパー細胞褐色色素沈  び慢性肝細胞脂肪化、肝細胞単細胞   

着、肝細胞単細胞壊死、変異肝細胞  

巣（好酸性細胞、明細胞）   

毒性所見なし   毒性所見なし   

表11肝細胞腺腫及び肝細胞癌の発生頻度  

年見  
投与量（pl）m）  

0   25   100   400  

贈  
雄   12伯2   10／52   22／52東女   26／52東女  

雌   1／52   1／52   1／52   12／52☆☆  

雄   2／52   3／52   3／52   7／52  

雌   0／52   0／52   1／51   ：∋／52   

肝細胞腺  

肝細胞癌  

柚：1）＜0．01  
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12．生殖発生毒性試験  

（1）2世代繁殖試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各24匹）を用いた混餌（原体：0，20，130，8001）1）m）投与によ   

る2世代繁殖試験が実施された。．  

各投与群で認められた毒性所見は表12に示されている。．  

800ppm投与群の親動物では、Fl雄の精巣上体比重量及びFl雌の腎絶対及び比重量   

の増加もみられたが、病理組織学的変化は認められず、投与とは関連のない変化と考え  

られた。  

本試験において、規動物では130ppm以上投与群でP雌に卵巣重量増加、Fl雄に包   

皮分離目齢早期化、Fl雌に膣開口日齢遅延及び下垂体重量増加が認められ、児動物では   

800ppm投与群で生存垂（4日）低下等が認められたので、無毒性量は、親動物の一般   

毒性及び性成熟を含む繁殖能に対して201）l）m（P雄：1．25mg／kg体重／目、P雌：1．42   

mg／kg体重／日、Fl雄：1，48mg／kg体重／日、Fl雌：1．63mg／kg体重／目）、児動物では130   

1）1）m（P雄：8．25mg／kg体重／日、P雌：9．00mg／kg体重／日、Fl雄：9．71mg／kg体重／   

目、Fl雌：10．5mg／kg体重／目）であると考えられたこ．（参照2）  

表12 ラット2世代繁殖試験で認められた毒性所見  

L：P、児：Fl  親：Fl、児：F2  

雌   雄   雌   

ヨ  ・体重増力新剤   ・体重増加量二曽加  

♪  帽講響間中）   ・′」棄坪心他用緬包   （哺育期間中）  

・月モ扁l簡色対・比重   月眈て」慢闇稲田  ・月モ扇情及び卵巣  

薬  月謝郭化   絶対・比重彰曽加  

＼ヽ  量増加  ・月刊紅媚調化臆た  

与化   ′」葉中津姉御闇巴大  

中L寸朝稲珊瑚巴大  ・岳l幣束伏層肥厚  

・扁l幣束状闇肥厚  ・子宮大型春菊最多†喋大  
・子宮大型着床痕」卵巣大型  型敵子謝訊楳難旗田  

猷子喜月謝横軸珊包大  月誌大望集族巣  
型雉巣  

・出産率低下（分蜘寺  

死亡4例、死産2倒  

・摂餌量減少（」璃対   ・包皮夕滴佳日齢   ・下封覇睡酌口  

・卯昧比産屋糟机   早期化   ・腰間口目齢遅延  

毒睦所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし   

己下  ・生存率極目）低下  

・腎孟拡張  
寺泊延  ・上顎切歯萌出目歯毒星延  

毒性所見なし   

投与群  
親：P  

雄   

800   ・体重軌締り、摂  

1）l）lll   餌量減少（」嘲和  

・月憶断口  

・月御謝ヒ′J薬  

中心他肝細臓肥大  

び漫闇和細倒閣囲ヒ  

親  

動  

物  

130  1勤l斗）1n以下  

1）1）11l  

以上   

20  

1）1）111   

800   ・生存率毎日）低下  

1）1）1n  ・腎誹張  
児  

動  
・拐頁切歯萌出目齢遅延  

物  
130  
1）1）m  

以下   

（2）発生毒性試験（ラット）  

SDラット（一群雌24匹）の妊娠6～15日に強制経口（原体：0、5、20及び100mg／kg  
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体重／目）投与して発生毒性試験が実施された亡．  

100mg／kg体重／日投与群で、母動物に体重増加抑制、摂餌量の減少及び補正体重2）の  

低下がみられた、二．同群の胎児では、胚・胎児死亡率が11％とやや高く、統計学的に有意  

ではなかったが、背景データの範囲を超えていた．。また、胎盤重量の増加、骨格変異（頚  

肋及び腰肋）の出現頻度及び変異胎児数の増加が認められた二、   

本試験において、100mg／kg体重／日投与群で母動物に体重増加抑制等が、胎児に死亡  

率の上昇等が認められたので、無毒性量は母動物及び胎児とも20mg／kg体重／日である  

と考えられた。催奇形性は認められなかった二（参照2）  

（3）発生毒性試験（ウサギ）  

日本白色種ウサギ（一群雌17～18匹）の妊娠6～18日に強制経口（原体：0、5、30及   

び150mgノ′kg体重／日）投与して発生毒性試験が実施された。．   

150mg化g体重／目投与群で、母動物に軽度の体重増加抑制がみられ、統計学的な有意   

差はみられなかったが、投与期間中継続的に認められたことから、投与に関連した変化   

と考えられたJ二胎児に対しては、いずれの投与群においても投与の影響は認められなか   

った「，  

本試験において、150mg／kg体重／目投与群で母動物に体重増加抑制が認められ、胎児   

にはいずれの投与群でも影響が認められなかったので、無毒性量は母動物で30mg／kg   

体重／日、胎児で150mg／kg体重／日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。   

（参照2）  

13．遺伝毒性試験  

シメコナゾー ル（原体）の各種の標準的な遺伝毒性試験が実施された亡．結果は表1；∋に   

示されており、全て陰性であった〕  

シメコナゾー ／レの原体混在物及び代謝物についても、細菌を用いた復帰突然変異試験   

が実施され、試験結果は表14に示されている．二．原体混在物ARK－158は、TA98株にお   

いてのみ代謝活性化系非存在下で弱い復帰突然変異誘発性を示したが、菌株の生育阻害   

が認められる直前の用量のみで対照群の2倍程度の反応であること、代謝活性化系の導   

入により陰性となること、含有量が0．2％以下の原体混在物であり暴露量は非常に低いと   

想定されることから、生体において特段問題となるものではないものと考えられた。，そ   

の他の原体混在物及び代謝物の試験結果は全て陰性であった。（参照2）  

表13 遺伝毒性試験概要（原体）  

験   対象   処理濃度・投与量   結果   

β．ざlノ加血豆   100～5000けg／ディスク   

ちNA  

1～2∝）岬／ディスク  
陰性   

乳ト1乱恒g／ディスク  

（＋／－S9）   

二）妊娠20日の体重から妊娠子宮重量を減じた重量  
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試験  対象   処理濃度・投与量   結果  

復帰突然  ぶりp血加〟乃’u〟J   7．8～500岬／プレート   
変異試験  1遮謁，ml（刀，n15≡汚，n1537株  

陰性  

丘二（7（1〟   78～5000けg／プレート   

WP2椚7∵1株   （＋／－S9、各2回）  
陰性  

染色体   チャイニーズハムスター肺  10～160トtg／mL   
異常試験  由来培養細胞（CHL）   （24時間処理、－S9）  

5～80トIg／mL  

（48時間処理、－S9）  
陰性  

15．6～250ト⊥g／mL  

（6時間処理、＋S9）   

J月l′ワl′（フ  小核試験  ICRマウス骨髄細胞   

125～500mg／kg体重  
陰性   

（単回強制経口投与）  

注）＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

表14 遺伝毒性試験概要（原体混在物及び代謝物）  

及び代謝物   

原体混在物  
試験   対象   処理濃度・投与量   結果   

AST－2001）   復帰突然  ヾ上り止J血〃‖〟川  1謀卜5（XⅢ卜g／プレート   

（代謝物Ⅰ）   変異試験   ml（カ，TA1535，  （＋／－S9、各2回）   

TA98，ml㍊7株  陰性  
gど∂〟  

WP2〟l′d株  

AST－4741）   復帰突然  ヽ小／止刷〃｛〃川  乱卜測）けg／プレート   

（代謝物ⅠⅠ）  変異試験   ml（刀，m15詭，  313～5（】ユ）帽／プレート  
℃爛，m1537株  陰性  

E. coli 
WP2Ⅰル洗∠1株   

HMF－155   復帰突然  ヽ上り止〃〃…－…川  1（Xト5（Jl）匹g／プレート   

（代謝物ⅠⅠⅠ）  変異試験   ml（カ，m1535，   156～説X山トLg／プレート  

ml謀∋7株   （＋／－S9）  

ヽ小〃山高〃ハ心川  1（1ト説伏）帽／プレート（－S9）  

「Ⅰ湖株   泌Xト5（∬Jトg／プレート（＋S9）  陰性  

156〉軋X仰g／プレート（叶S9）  

且cαムー   』ユト乱伏）ト喧プレート  

WP2椚7ン1株  31㌻Ⅲ）巨財プレート  

（＋／－S9）   

ATP－3118   復帰突然  ヽり〃／川椚〃‖l川J  21～珊）順／プレート   

（代謝物Ⅴ）   変異試験   TAl（刀，m1535，   15（卜測）けg／プレート  

闇，m1537株  陰性  
丘1c（フム’  

WP2川〝」株   

トリアゾリルーL－  復帰突然  十小／止〃〃〃Ⅲ刷  2αト5uユ）叶g／プレート   

アラニン   変異試験   TAl（刀，m1535，  313～測）トg／プレート   

旧教物Ⅹ）  1爛、m1537株  陰性  

丘二cα〟  

＼VP2椚nこ1株   

－24－   



原体混在物  
及び代謝物   

試験   対象   処理濃度・投与量   結果   

トリアゾリル  復帰突然  ヽり〃仙川‖廿＝  斑卜珊）けg／プレート   

酢酸   変異試験   ml（nlA15：張、   313～5（Jl）けg／プレート   

（代謝物ⅩⅠ）  丁場，ml㍊7株  陰性  

丘’c（フムー  

1lrP21ル℃1株   

ATP－2474   復帰突然  十小／止〃〃〃ハ廿〃〃  億～測）けg／プレート   

（原体混在物）  変異試験   nl（刀，TA15≡粗   313～5（11）けg／プレート  

一児冶，ml㍊7株  陰性  

且c（フ〟  

1～rP2ul′エ1株   

ARI（－158   復帰突然  下りγ力〃〃〃ハ石川  21～軋u丸唱／プレート   

（原体混在物）  変異試験   「nll（カ、TA1535，   156～5（Jユ）順／プレート  

TA1537株  （＋／－S9）  陰性  

丘1c（フム■  

WP2∽〃」株  

∫小p加ゎ川月－u月プ  2ト射1）岬／プレーート   

TA98株   
ーS9：弱陽性  

弧ト∠1（Jユ）けg／プレート  
＋S9：陰性  

（＋／－S9）  

染色体   チャイニーズハム  お小2㈱順血Lヱ■   

異常試験  スター肺由来培養  陰性  

細胞（CI－IL）   

AST－199   復帰突然  ぶキIp力血u乃’【J〟ブ  1とぅ．㌃偵00トLg／プレート   

（原体混在物）  変異試験   ml（D，m1535，   12か刷）順／プレート  

¶198，m1537株  陰性  

丘’c（フム’  

ⅥrP2川〝」株   

AST－292   復帰突然  ヽ小〃力〃…汀川川  7．小18は）いg／プレート   

（原体混在物）  変異試験   ml（刀，TA1535，   姐㌻1蚊1）けg／プし←ト  

T爛，ml㍊7株  陰性  

方ぐ（フムー  

WP2u＝」株   

AST－293   復帰突然  ぶくIpム血【Jカリ〟J  21～M）順／プレート   

（原体混在物）  変異試験   rlnlα），m15：張，   156～5（X氾匹g／プレート  

rI湖，m1537株  陰性  

丘1c（フム●  

WP2川〃」株   

注）＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下   

り：原体混在物としても存在する。   
＝′：20：∋0順／l】1Lではすべての系列で細胞毒性のため観察ができなかった。  

14．その他の試験  

（1）肝腫瘍発現機序検討試験  

ラットの2年間慢性毒性／発がん性併合試験（11．（2））でみられた肝細胞腺腫の発  

生機序を解明するために、肝薬物代謝酵素誘導及び細胞増殖能について検討された。▲  

① 雄F344ラットを用いた肝薬物代謝酵素誘導及び細胞増殖能試験  

雄のF344ラット（一群12匹）を用いた渥餌（原体：0、25、200及び16001）1）m）  
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投与による7日間肝薬物代謝酵素誘導及び細胞増殖能試験が実施された〕  

1600ppm投与群で肝絶対・比重量増加、肝腫大及びび漫性肝細胞肥大が認められ、  

ミクロソーム蛋白量、チトクロームP・450量及びPROD活性が有意に増加した。また、  

CYP2Bl及びCYP3A：2含量が有意に増加し、CYPIA2及びCYP4Al含量が有意に減  

少した。200ppm投与群においてもPROD活性の有意な増加がみられた，＝．これらの変  

化はPBによる酵素誘導パターンと類似しており、シメコナゾールの肝薬物代謝酵素  

誘導能が確認された。．肝細胞増殖活性検査では、160（Jppm投与群の投与3日後におい  

てPCNA標識率の有意な増加がみられたが、投与7日後では有意差はみられなかった．：．  

一般に、非変異原性肝発がん物質による細胞増殖効果は、投与開始後2～3日でピーク  

に達し、その後は投与を継続しても消失することが知られており、本試験においても  

同様な傾向が認められた。   

本試験において、20（）ppm以上の投与群にPROD活性の有意な増加が認められたの  

で、無影響量は25pl）rn（1．5mg／kg体重／目）であり、肝薬物代謝酵素誘導あるいは細  

胞増殖作用に間借があると考えられた。（参照2）  

② 雌F344ラットを用いた肝薬物代謝酵素誘導及び細胞増殖能試験  

前述（14．（1）（か）の追加試験として、雌のF344ラット（一群12匹）を用い   

た温餌（原体：0、25、200及び1600pl）m）投与による7日間肝薬物代謝酵素誘導及   

び細胞増殖能試験が実施された。．   

1600ppm投与群で肝絶対・比重量増加、肝腫大及びび慢性肝細胞肥大が認められ、   

ミクロソーム蛋白量、チトクロームP－450量及びPRし）D活性が有意に増加した．。また、   

CYP2Bl、CYP3A2及びCYP4Al含量が有意に増加した。2001）1）m投与群ではCYPIA2、   

CYP2Bl及びCYP3A2含量の有意な増加が認められた。．これらの変化はPBによる酵   

素誘導パターンと類似しており、シメコナゾールの肝薬物代謝酵素誘導能が確認され   

た．〕肝細胞増殖活性検査では、2001）pm以上の投与群の投与3日後においてPCNA標   

識率の有意な増加がみられたが、投与7日後では有意差はみられず、雄と同様であっ   

た。  

本試験において、乱）O pl）m以上の投与群でCYP2Bl及びCYP3A2含量の有意な増   

加が認められたので、無影響量は25pl）m（1．5mg／kg体重／目）であり、肝薬物代謝酵   

素誘導あるいは細胞増殖作用には閤値があることが、雄ラットの場合と同様に示唆さ   

れた。（参照2）  

③ 変異肝細胞巣の細胞増殖活性検査  

F344ラット2年間慢性毒性／発がん性併合試験（11．（2））における対照群及び  

1600pl）m投与群の投与52、78及び104週後の計画殺動物、各群雌雄10匹から得ら   

れた肝組織標本を用いて、肝発がん過程で観察された変異肝細胞巣、特に好酸性及び   

好塩基性細胞巣の細胞増殖活性について比較検討された．二．   

1600pl）m投与群では、雄の好酸性変異肝細胞巣のPCNA標識率は対照群に比して   

高値を示す傾向にあり、本剤の細胞分裂促進効果に起因する変化である可能性が示唆   

された〕雌では変化はみられなかった。．また、雌雄とも好酸性及び好塩基性細胞巣の  

－26－   



両細胞巣間における細胞増殖活性の差異は認められなかった二．（参照2）   

以上のことから、F344ラットにおける肝細胞腺腫の発生頻度の増加には、肝薬物代謝  

酵素誘導及び細胞増殖活性の増加が関連していると考えられ、これらの作f引こは閥値が  

あることが示唆された〕  

（2）分娩異常発現機序検討試験  

（D 雌SDラットを用いた血清中ホルモン測定試験  

ラットの2世代繁殖試験（12．（1））において認められた分娩異常の原因を考察  

するために、SDラット（一群雌12匹）に原体を0、20、130及び8001）pmの用量で  

28日間棍餌投与して、血清中ホルモンが測定された。．  

800pll）m投与群で、黄体化ホルモンが有意に増加し、プロゲステロンが上昇傾向を  

示した．。これらのホ′レモンは分娩時に低下することが知られており、繁殖試験でみら  

れた分娩時死亡及び死産は、検体投与によってこれらのホルモン濃度の低下が阻害さ  

れたたれ 一部の母動物に分娩遅延が生じて分娩異常が惹起された可能性が考えられ  

たこ．（参照2）  

（3）腎孟拡張発現機序検討試験  

SDラットの2世代繁殖試験（12．（1））において、児動物に腎孟拡張が認められた   

のに対し、SDラットの発生毒性試験（12．（2））では認められなかった原因を考察す   

るため、母動物の血圧調節及び血管収縮に及ぼす影響、ならびに胎児または晴育児の腎   

臓に及ぼす影響に関する試験が実施された二．  

① 妊娠SDラットにおける血圧調節に及ぼす影響に関する試験  

SDラット（一群雌12匹）に原体を0、20、1：〕0及び8001）1）mの用量で約7週間   

（交配前3週間及び妊娠20日まで）温餌投与し、妊娠ラットにおける血圧調節に及   

ぼす影響について検討した結果、800ppm投与群で母動物の血中レニン活性に低下傾   

向がみられたが、血圧及び心拍数には群間で差は認められず、本試験における用量で   

は血圧や心拍数に対して影響はないと考えられた。（参照2）  

② 血管収縮反応に及ぼす影響lこ関する試験  

SDラット（一群雄G匹）の頚動脈を用いて、アンギオテンシンⅠ及びアンギオテン   

シンⅠⅠの血管収縮反応に対するシメコナゾー′レ投与の影響について検討された二．  

シメニコナゾールは、：∋．4×10－7～3．4×10‾5Mの濃度範囲において、アンギオテンシンⅠ   

及びアンギオテンシンIIによる両収縮反応を同等に濃度依存的に抑制したことから、   

アンギオテンシンⅠからアンギオテンシンIIに変換するアンギオテンシン変換酵素活   

性に対する作用は有さず、受容体に対する直接的な桔抗作用を有するものと考えられ   

た＝．（参照2）  
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③ 胎児または哺育児の腎胞に及ぼす影響に関する試験（1世代繁殖試験）  

SDラット（一群雌16匹）に、妊娠0～20日または晴育0～21日に原体を0、20、  

130及び800ppmの用量で混餌投与し、胎児または哺育児の腎臓に及ぼす影響につい   

て検討された．＝．  

妊娠期暴露試験では、800ppm投与群で離乳児の腎孟拡張の出現頻度（8．9％）が、   

統計学的に有意ではないが対照群値（1．6％）を上回り、腎孟内に貯留する尿量も増加   

し、検体投与による腎孟拡張の誘発が示唆された。晴育期暴露試験では、母動物全例   

に肝腫大が認められたが、晴育児の腎臓に異常はみられなかった。（参照2）  

腎孟拡張については、妊娠期（特に後期）に検体投与された母動物から産まれた児動  

物において晴育中期から後期にかけて発生する（遅発性の催奇形性作用）ので、胎児期  

及び離乳期以前では検出されないン よって、発生毒性試験における胎児及び本試験にお  

ける晴育期暴露群の晴育児においては腎孟拡張が認められなかったものと考えられる。  

血圧調節に及ぼす影響に関する試験（14．（3）①）及び血管収縮反応に及ぼす影響に  

関する試験（14．（3）②）の結果から、この腎孟拡張は、シメコナゾールのレニン／  

アンギオテンシン系に対する循環調節阻害（特に、アンギオテンシン受容体桔抗作用）  

に起因すると考えられた。．本所見に対する無毒性量は130ppmと考えられた。  
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Ⅲ．総合評価  

参照に挙げた資料を用いて、農薬「シメコナゾーー′レ」の食品健康影響評価を実施した。  

動物体内運命試験において、シメコナゾールは速やかに吸収及び排泄された＝．ラットで   

は主な排泄経路は胆汁中で、投与後72時間に80％TAR以上が糞尿中に排泄された。．糞尿   

中に親化合物は認められず、主要代謝物として雄では尿中にⅤⅠⅠⅠが、雌では糞尿中にⅠⅠⅠ   

の硫酸抱合体が検出された二．胆汁中の主要代謝物はⅠⅠⅠのグルクロン酸抱合体であった。．組   

織及び器官への蓄積性は認められなかった〕主な代謝経路は代謝物ⅠⅠⅠへの酸化で、さらに   

硫酸抱合やグ／レクロン酸抱合を受ける経路と考えられた。マウスにおいてもラットと同様   

にシメコナゾー／レの吸収及び排泄は速やかで、組織及び器官への蓄積性も認められなかっ   

た．二．主要代謝物は雌雄ともⅠⅠⅠのグルクロン酸抱合体であった。〕  

水稲等を用いた植物体内運命試験において、主要代謝物は代謝物ⅠⅠⅠの糖抱合体であった亡．  

シメコナゾーー／レ、代謝物ⅠⅠⅠ及びⅤを分析対象化合物とした作物残留試験が実施されて   

おり、シメコナゾールの最高値は、もも（果皮）を除くと、最終散布7日後に収穫した茶   

（荒茶）のさi．：iOmg／kgであった．二．  

各種毒性試験結果から、シメコナゾール投与により主に肝臓に影響が認められた。遺伝   

毒性は認められなかった．二．発がん性試験において、 雄ラット及び雌雄マウスで肝細胞腺腫   

の発生頻度の増加が認められたが、発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難く、本剤の   

評価に当たり閥値を設定することは可能であると考えられた＝また、催奇形性については、   

2世代繁殖試験においてラットの児動物に腎孟拡張が認められたが、追加で実施された「胎   

児または晴育児の腎臓に及ぼす影響に関する試験（1世代繁殖試験）」等の結果、これはレ   

ニン／アンギオテンシン系に対する循環調節阻害によるものであり、この変化には閥値が   

存在すると考えられた二．また、安全係数は100が妥当であると判断された＝．  

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をシメコナゾール（親化合物のみ）と   

設定した二．  

各試験の無毒性量等は表15に示されている〕  

食品安全委員会農薬専門調査会は、各試験の無毒性量の最小値がラットを用いた2年間   

慢性毒性／発がん性併合試験の（）．85mg／kg体重川であったことから、これを根拠として、   

安全係数1（〕（）で除した0．0085mg／kg体重／日を一目摂取許容量（ADI）と設定した，二｝  

0．0085mg／kg体重／目  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

2年間  

；－・‥  

0．85mg／kg体重／目  

100   

A】〕Ⅰ   

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認すること  

とする．〕  
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表15 各試験における無毒性量等  

動物種   試験  
投与量  無毒性量（mg／kg体重／日）1）  

（mg／kg体重／日）  農薬抄録   

ラット  90日間   0，幻，1（q舗，父〔01可）1n  雄：5．92  

亜急性  雌：6．43  

毒性試験  雄：0，1．19，5．92，30．2，152  
雌：0，1．30，6．43，32．3；158          雌碓：肝絶対・比重量増加等  

2年間   0，公，牙0，1榔ppl11  雄：0．85  
慢性毒性／  雌：1．10  

発がん性  雄：0，0．85，6．76，56．8  

併合試験  d堆：0．1．10，8．72，70．4  雌雄：近位尿細管褐色色素沈着等  

（雄：肝細胞腺腫増加）  

2世代   0，狙1：狙，al）pl）nl   親動物、繁殖能  
繁殖試験  P雄：1．25  Fl雄：1．48  

P雄：0，1．25，8．25，50．3  P雌：1．42 Fl雌：1．63  
Pd堆：0，1．42，9．00，56．0  児動物  

Fl雄：0，1．48，9．71，60．8   P雄：8．25  Fl雄：9．71  
Fl雌：0，1．63，10．5，65．4   P雌：9．00Fl雌：10．5  

親動物、繁殖能：卵巣比重量増加、  

包皮分離日齢早期化等  

児動物：生存率低下等  

発生毒性   0，5，20，100   母動物：20  

試験  胎児：20  

母動物：体重増加抑制等  

胎児：死亡率上昇等  

（催奇形性は認められない）   

マウス  90日間   
q江），1昭江X），劫）pl）nl  

雄：2．15  

亜急性  雌：13．6  

毒性試験  
雄：0，2．15，11．5，55．1，263  

雌：0，2．69，13．6，66．1，316  
雌雄：小葉中心、性肝細胞肥大及び脂肪化等  

18カ月間  0，公，1〔D，畑1）plll  雄：2．54  
発がん性  

試験  雄：C・，2．54，10．6，42．9  

雌：〔I，2．41，9．8も41．3  雄：肝細胞腺腫  

雌：び慢性肝細胞脂肪化等  

（雌雄：肝細胞腺腫増加）   

ウサギ  発生毒性   0，5，：∋q150   母動物：30  
試験  胎児：150  

母動物：体重増加抑制  

胎児：毒性所見なし  

（催奇形性は認められない）   
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試験  
投与量  無毒性量（mg／kg体重／日）1）  

（mg／kg体重／目）  農薬抄録   

90日間   0，朋，加，1似〕1plll  雄：5．08   

亜急性  雌：5．51  

毒性試験  

雄：0，1．03、5．08．25．8  雌雄：A⊥P活性上昇、肝絶対・比重量増  
雌：0，1．10，5．51，2〔＝〕   

加、び慢性肝細胞肥大   

1年間   0，亜，日工），1〔瑳）1）1）111  雄：0．9G   

慢性毒性  雌：0．97  

試験  
雄：0，0．96，4．78，22．4  
け唯：0，0．97，4．88，25．0  雌雄：び慢性肝細胞肥大   

NOAEL：0．85  

ADI  SF：100  
ADI：0．0085   

A刀Ⅰ設定根拠資料  ラット2年間慢性毒性／発がん性  

併合試験   

NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 Ar）I：一E］摂取許容量  

1）：無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。  
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＜別紙1：代謝物／分解物等略称＞  

記号   略称   化学名   

6  AST－2001）   
1－【2－（4－フルオロフェニル）アリルト1月二1，2オトリアゾール   

1－（4－フルオロフェニル）一2－（1月二1，2、4－トリアゾールー1イル）  
AST－4741）  

エタノン   

Hh4F－155   
（凡針2－（4－フルオロフェニル）－1－ヒドロキシメチ／レジメチルシリル  

－3－（1プチ1，2，4－トリアゾール1－イル）プロパンー2－オール   

2－（4－フルオロフェニル）－1－ヒドロキシジメチルシリ／レサ（1月＝1，2，4－  
ⅠⅤ  ATP－3501  

トリアゾール十イ／レ）プロパンー2－オール   

（風針2－（4－フ／レオロフェニル）一3－（1月二1，2，4－トリアゾール十イル）プロ  
Ⅴ  ATP－3118  

パンー1，2－ジオー／レ   

2－（4－フ／レオロフェニ／レ）－2－ヒドロキシー3－（1月二1，2，4－トリアゾールー1－  
Vl  ATP－3502  

イル）プロピオン酸   

ⅤⅠⅠ  R5   
3－（4－フルオロフェニ／レ）甘ヒドロキシー4－（1月二1，2，4－トリアゾールー1－  

イル）酪酸   

＼111  Rll   
2－（4－フルオロフェニル）－1－ジヒドロキシメチルシリ／レー3－（1月＝1，2、4－  

トリアゾールー1－イル）プロパンー2－オール   

ⅠⅩ  トリアゾール   
1月二1，2，4－トリアゾール   

トリアゾリ／レLアラ  
Ⅹ   ニン   

トリアゾリル  （1月二1，2，4－トリアゾールー1－イル）酢酸  
ⅩⅠ   酢酸  

（凡9－2－（4－フルオロフェニル）－1－（1月二1，2，4－トリアゾールー1－イル）プロ  
ATP－24742）      パンー2－オール  

ARK・1582）   
4－［2－（4－フルオロフェニル）アリル】－4月二1，2，4－トリアゾール  

AST－1992）   
2－（4－フルオロフェニル）プロプー2－エン十オール  

AST－2922）   
（風針2－（4－フ／レオロフユニル）－2－（1月二1，2，4－トリアゾー／レ1－イル）－3－  

トリメチルシリルプロパンー1－オー／レ  

AST－2932）   
（凡9－2－（4－フルオロフェニル）－1－（4月二1，2，4－トリアゾールー4イル）－3－  

トリメチ／レシリルプロパンー2－オー／レ   

トⅨⅠ：代謝物、l）：原体混在物としても存在、2）：原体混在物  

－32－   



く別紙2：検査イ直等略称＞  

略称   名称   

A／G比   アルブミン／グロブリン比   

ai   有効成分量   

Alb   アルブミン   

ALP   アルカリフォスファターゼ   

アラニンアミノトランスフエラーゼ  
A上T  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT））   

APTT   活性化部分トロンポプラスチン時間   
アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ  

AST  
（＝グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（（ユOT））   

BUN   血液尿素窒素   

CI11aX   最高濃度   

y－グルタミルトランスフエラーゼ  
GGT  

（＝†－グ′レタミルトランスペプチダーゼ（†一GTP））   

Glob   グロブリン   

Glu   グルコース（血糖）   

Hb   ヘモグロビン（血色素量）   

fIt   ヘマトクリット値   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

MCH   平均赤血球血色素量   

MCHC  平均赤血球血色素濃度   

MCV   平均赤血球容積   

NADPH  ニコチンアミドアデニンジヌクレオチドリン酸   

PB   フェノバルビタール   

PCNA  増殖性細胞核抗原   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

PLT   血小板数   

PROD  ペントキシレゾルフィン けデア′レキラーゼ   

PT   プロトロンビン時間   

RBC   赤血球数   

Tl／2   半減期   

TAR   総処理（投与）放射能   

T．Chol  総コレステロール   

TG   トリグリセリド   

Tl、1aX   最高濃度到達時間   

TP   総蛋白質   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  
試  

作物名  残留値（1ng此g）  

㈱ （分析銅題  

回 数 掛  PIⅡ （日）         シメコナゾール  

代謝物ⅠⅠⅠ  代謝物Ⅴ  
圃 場  如血a）  

実施年度  最前直  鞘直  最前直  平切直  最薗直  Ⅲ直   

43  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

52  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

68  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0，02  
600〔；   

43  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

2  52  ＜0．02  ＜0．02  く0，02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  
水稲  68  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

（玄米）  

1漸年度   
53  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

62  く0．02  ＜0．02  く0．02   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

78  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  
600（コ   

53  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0，02  ＜0．02  

2  62  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

78  ＜0，02  ＜0，02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   

43   0．07   0．06   0．12   0．08  ＜0．02  ＜0．02  

52   0．09  0．07   0．08   0．08  ＜0．02  ＜0．02  

68   0．13  0．08   0．13   0．12  ＜0．02  ＜0．02  

600（コ   

43   0．19  0，16   0，14   0．12   0．02  0．02央  

2  52   0．36  0．3l   0．27   0．26   0．03  0．02☆  
水稲  68   0．16  0．14   0．15   0．10   0．02  0．02☆  

（稲わら）  

1謙抑年度   53   0．31   0．27   0．11   0．10  ＜0，02  ＜0．02  

62   0，15   0．12   0．14   0．10  ＜0．02  ＜0．02  

78   0．14  0．10   0．12   0．11  ＜0．02  ＜0．02  
6001コ   

53   0．49  0．42   0．26   0．24  ＜0．02  ＜0．02  

2  62   0．29  0．27   0．19   0．16  ＜0．02  ＜0．02  

78   0．22  0．18   0．24   0．18  ＜0．02  ＜0．02   

水稲  21  0．04  

（玄米）  2  28  0．04  0．04  

2（XB年度   42  0．02   0．02  

水稲  21  3．62  3．36  

（稲わら）  2  28  2．09  1．70  

2〔桔∋年度   42  0．74    0．72  

14  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

2  30   0．05   0．04  ＜0．02  0．02☆  ＜0．02  ＜0．02  
大豆  

60   0．04   0．03   0．02  0．02☆  ＜0．02  ＜0．02  
（乾燥子弟  

2∝0年度   14   0．05   0，04  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

4  30   0，10  0．08   0．02  0．02☆  ＜0．02  ＜0．02  

60   0．05   0．03  ＜0．02  0．02☆  ＜0．02  ＜0．02   

14  

2  30  0．04  
大豆  

60   0．03   
（乾燥子弟  300  

2（X過年度   
14  0．05  0．04  

」  30  0、13  0．08  

60  0、04  0．03  
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試  
残留値（11唱此g）  

作物名 （栽培形恕 （無職柑  

回 数 （回  m （目）  

シメコナゾール  代謝物ⅠⅠⅠ  代謝物＼7  

三  離山a）  

実右折度  嗣直  欄直  最高値  平仁封直  貴司直  欄直   

大豆  1⊥1  

偉醐  500   2   29－30  

2（粗1年度   59－60   

2  900（こ；   

住15   0．11   0．06   0．03  ＜0．02  ＜0．02  

21   0．08  0．08   0．03   0．02  ＜0．02  ＜0．02   
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作物名 ㈱  残留値（111g／kg）  

圃  使用量  

回 数 国  m （日）  

シメコナゾーソレ  代謝物ⅠⅠⅠ  
・（分析銅劫  

代謝物Ⅴ  

場  
』元丑1a）  

実施年度   最葡直  平矧直  最司直  平切直  最南直  平矧直   

夏みかん  

（無袋）   319～  
7   0．20   0．11   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

（果実）  350   
3  14   0．08  0．04☆  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

21   0．06  0，04☆  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   
2（00年度   

ゆず  

（無袋）   250～  
7   0，23  0．12  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

400   
3  

（果実）  

14   0．11   0．06  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

21   
2（〕α）年度   

0．09  0．05宋  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   

14  ＜0．03  ＜0，03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0，02  ＜0．02  

21  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  
1  

30  ＜0．03  ＜0．03  く0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  

59－60  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  

りんご   14   0．04  0．03☆  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02   

2   21  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02   

（果実）  

350  2  
30   0．05  0．03☆  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02   

1∈粉7年度  59－60  ＜0．03  く0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  

14   0．04  0．04女  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  

21   0．04  0．03☆  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  
3  

30  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  

59・60  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  く0．02  ＜0．02   

りんご  

（無袋）   700～  
7   0．14   0．08  ＜0．03  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  

（果実）  830   
3  14   0．04  0．03宋  ＜0，03  ＜0．02  ＜0．02  ＜0，02  

21   0．03  0．02☆  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   
2（杖）年度   

0．21   0．15  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  

14   0．07  0．04宋  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  
なし   

2   
21  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02   

2   
200  

28  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  く0．03  ＜0．02  ＜0．02  

（果実）  0．29  0．21  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0，02   
1淵年度  14   0．07   0．06   0．03  0．03☆  ＜0．02  ＜0，02  

3   
21   0．03  0．03☆  0．03  0．03☆  ＜0．02  ＜0．02  

28  ＜0．03  く0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0，02   

なし  
7  0．18  

（果実）  （無袋）   

3  14  0．15  0．09  
21  0．10   

2（XB年度 

14   0．04  0．03宋  0．03  0．03史  ＜0．02  ＜0．02  

もも   2  21  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02   

2   150～  28  ＜0．03  ＜0．03  0．04  0．03★  0．02  0．02☆  

（果肉）  200  14   0．04  0．03央  0．04  0．03☆  0．03  0．02★   
1淵年度  3  21  ＜0．03  ＜0．03  0．03  0．03☆  0，04  0．02☆  

28  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  0．03  0．02宋   

14   0．67   0．39   0．07  0．05☆  0．04  0．03央  
もも   2  21   0．24   0．18   0．06  0．04☆  0．03  0．02☆   

2   150～  28   0．12  0．06宋  0．04  0．04★  0．04  0．03★  

（果皮）  200  14   0．60  0．33   0．10  0．06央  0．07  0．04☆   

1∈難年度  3  21   0．31   0．20   0．09  0．04宋  0．06  0．04☆  

28   0．15  0．10☆  0．10  0．05宋  0．06  0．04☆   
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試  

作物名  
残留値（111g此g）  

（栽騎手須浄 （  使用量  

回 数   H丑 （目）  

シメコナゾール  代謝物ⅠⅠⅠ  
分析酌閲  

代謝物Ⅴ  
毎血）    国  

実施年度  嗣直  鞠直  最前直  平瑚直  最高値  平［瑚直   

もも  

（無袋）   

0．31  （）．21  

（果肉）  

3   7  0．18  0．13  

14  0．08    0．05   
2（杖）年度   

もも  
10．3  6．20  

（無袋）   

（果皮）  

7  4．47  2．55  

14  1．27  
2〔伽年度   

0．80   

ネクタリン  
0．39  0．32  

／  
（無袋）   270～  

（果実）  ⊥iOO   

3   7  0．14  0．08  

2㈱年度   
14  0．04    0．03央   

アンズ  

偏地無給   
0．41  0．34  

（果対  
400   3   3  0．32  0．27  

7  0．09    0．08   
2礪年度   

スモモ  

（無袋）   400～  
＜0．∩5  く0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜け05  ＜0．05  

（果実）  500   
3   3   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  

＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜什05  ＜什05   
2（肪年度   

おうとう  1．13  0．80  

（施設）  2   ∠tOO～   3  
田   

0．86   0．60   

（果実）  625  0．60  

2（刀1年度  1ご1  0．30   0．17   

イチゴ  

（施設）   
1．49  0．7G  

（果実）  

200   3   3  1．09  

7  0．67  け3⊥l  

2（剃年度   

ブドウ（施  

設無鱒   150～  
1∠l  0．13  

（果謁  200   
3  21  0．07  

28  0．07   
2001年度   

かき  

（無袋）   175～  
0．10  0．06  ＜0．03  く0．02  く0．02  ＜0．02  

（果実）  218   
4   14   0．09   0．06  ＜0．03  く0．02  ＜住02  ＜0．02  

21   0．07  0．04☆  ＜0．03  く0．02  ＜0．02  ＜0．02   
1淵年度   

茶   
7   4．58   2．65   1．70   1．10   0．04  0．0：i   

（荒茶）  14   0．88   P．65   0．76   0．66   0．02  0．02☆   
1珊ノ弔妻  21   0．10  0．08   0．31   0．28  ＜0．02  ＜0．02  

2   100   

摘採10日前  7   4．80   ：う．18   1．91   1．48   0．04  0．03   

から簡易  2  14   0．91   0．64   0．94   0．77   0，02  0．02☆   

偶  21   0．12   0．09   0．34   0．33  ＜0．02  ＜0．02   
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試  
残留値（ll唱此g）  

作物名 （秘所梱 挨断割闇  回 数  代謝物ⅠⅠⅠ  代謝物Ⅴ  

幸 

辞疫  島部直  平均値  最前直  平矧直    最南直 欄直   

茶  7   1．91   1．14   1．14   0．82  0．03  0．02女   

（浸出液）   14   0．31   0．28   0．59   0．53  0，02  0．02央   

1∈）瑛）年度  21   0．06  0．04   0．26   0、22   ＜0，02  ＜0．02  
2  100   

7   2．01   1．45   1．21   1．16  0．03   0，03  
摘采10日前  

カち簡易  
2  14  034  0，28   0．68   0．64    0．02史  0．02☆  

被覆  
21   0．09  0．06   0．28   0．21    ＜0．02  ＜0，02   

7  6．00  
14  1．60  1．08  

茶  21    ＜0．50   
（荒茶）  200   

2肌年度   
7  8．30  

2  1∠t  2．10  1．58  
21    ＜0．50   

7  2．17  1．55  

1  14  0．63  
茶  21  0．07  

（浸出液）  200  

2∝は年度   
7  2．58 2．09  

2  14  0．78 0．67  

21  0．10 0．08  

注）・使用量欄にG印は粒剤、D印は粉剤、それ以外は水和剤を用いたっ  
・一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は、定量限界を検出したものとして計算し、   
央巨ロを付した。  

・全てのデータが定量限界未満の場合は定量限界の平均に＜を付して記載したっ  

これらの作物の他、今後、魚介類に対する残留値について報告される予定であるロ  

－38－   



＜参照＞  

1 食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）の一部を改定する  

件（平成17年11月29目付、平成17年厚生労働省告示第499号）   

2 農薬抄録シメコナゾール（殺菌剤）（平成18年12月21日改訂）：三共アグロ株式会  

社   

3 食品健康影響評価について：食品安全委員会第177回会合資料1－1   

（URL：httl）：／／www．fsc．go．jp／iinkai／i－dai177／dai177kai－Siryoul－1．1）（1f）   

4 暫定基準を設定した農薬等に係る食品安全基本法第24条第2項の規定に基づく食品健  

康影響評価について：食品安全委員会第177回会合資料1－3   

（URL：httl）：／／www．fsc．go．jl）／iinkai／i－（1ai177／（1ai177kai－Siryoul－3．p〔1f）   

5 食品安全委員会農薬専門調査会確認評価第三部会第4回会合   

（URL；httl）：／／www．fsc．go．jl）／senmon／nouyaku／kakunin3＿（1ai4／in〔1ex．html）   

6 食品健康影響評価について：食品安全委員会第193回会合資料1－1  

（URL：httl）：／／www．fsc．go．jp／iinkai／iT（1ai193／dai193kai－Siryoul，1．1）（1f）   

7 「クミルロン」及び「シメコナゾール」の食品安全基本法第24条第1項に基づく食  

品健康影響評価について：食品安全委員会第193回会合資料1－2   

（URL：11t′tl）：／／www．fsc．go．jl）／iinkai／i－（lai193／（1ai193kai－Siryoul－2．】）〔1f）   

8 食品安全委員会農薬専門調査会幹事会第20回会合   

（URL：httl）：／／www．fgc．go．jp／scnmon／nouyaku／kanjikaiJlai20／in（1ex．htmi）  
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